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取
り
に
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
正
午
前
に
函
館
市
入

り
を
し
た
者
も
数
名
（
筆
者
も
含
め
）
い
た
た
め
、
共
に

同
市
内
の
史
跡
・
施
設
な
ど
を
可
能
な
限
り
巡
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
日
の
移
動
に
は
主
に
函
館
市
電
を
利
用
し
、

函
館
山
の
周
辺
地
区
に
あ
る
史
跡
・
施
設
を
順
次
訪
問
し

た
。

　

函
館
市
電
の
軌
道
は
、「
十
字
街
」
停
留
場
（
末
広
町
）

で
二
線
に
分
岐
し
、
函
館
山
を
囲
む
よ
う
に
し
て
、
一
方

は
山
の
東
側
に
位
置
す
る
「
谷や
ち
が
し
ら

地
頭
」
停
留
場
（
谷
地
頭

町
）
方
面
へ
、
も
う
一
方
は
山
の
北
側
に
位
置
す
る
「
函

館
ど
っ
く
前
」
停
留
場
（
入
舟
町
）
方
面
へ
向
か
う
。

　

東
側
終
点
の
「
谷
地
頭
」
停
留
場
で
降
車
後
、
函
館
山

の
麓
に
位
置
す
る
函
館
八
幡
宮
方
面
へ
向
か
い
、
同
神
社

を
過
ぎ
、
さ
ら
に
坂
道
を
上
っ
て
称し
ょ
う
み
ょ
う
じ

名
寺
と
い
う
寺
を
過

ぎ
た
と
こ
ろ
に
、
一
つ
の
史
跡
が
あ
る
。「
碧へ
つ
け
つ
ひ

血
碑
」
で

あ
る
。
こ
の
碑
は
、
明
治
維
新
に
あ
た
っ
て
勃
発
し
た
新

政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
の
内
戦
で
あ
る
「
戊
辰
戦
争
」（
一

八
六
八
～
六
九
年
）、特
に
そ
の
最
終
局
面
と
な
っ
た
「
箱

は
じ
め
に

　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
で
は
二
〇
一

九
年
度
よ
り
、
所
内
に
「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
」
（
１
）

を

設
置
し
、
蝦
夷
地
・
北
海
道
の
近
世
期
か
ら
現
代
に
至
る

歴
史
を
あ
ら
た
め
て
調
査
・
研
究
し
、
自
治
（
制
度
、
機

構
、
区
割
り
な
ど
）
や
産
業
・
イ
ン
フ
ラ
形
成
な
ど
の
視

点
を
中
心
に
、
北
海
道
の
歴
史
を
多
角
的
に
再
構
築
す
る

事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
研
究
会
の
活
動
は
、
毎
年
度
ご

と
に
大
枠
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
①
「
研
究
者
や
専
門
家

な
ど
を
講
師
に
招
い
て
の
学
習
会
」
と
、
②
「
主
に
道
内

の
史
跡
・
施
設
等
の
現
地
視
察
」
を
二
つ
の
柱
と
し
て
進

め
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
基
本
方
針
の
も
と
、
活
動
二
年
目
に
当
た
る

二
〇
二
〇
年
度
は
、
大
枠
の
テ
ー
マ
を
「
近
世
期
の
蝦
夷

地
の
歴
史
」
と
し
、
そ
の
上
で
、
日
ロ
（
幕
府

－

ロ
シ
ア

帝
国
）
関
係
、
幕
藩
体
制
と
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
関
係
、
幕

府
と
松
前
藩
の
関
係
、
ア
イ
ヌ
民
族
・
社
会
の
状
況
な
ど

を
中
心
に
調
査
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
研
究

会
で
は
二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
～
八
日
、
第
一
回
目
と
な

る
現
地
視
察
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、
松
前
町
に
存
す
る

松
前
藩
関
係
の
史
跡
な
ど
を
メ
イ
ン
の
視
察
先
と
し
な
が

ら
、
時
間
の
ゆ
る
す
限
り
、
そ
の
近
隣
の
市
町
で
も
史
跡
・

施
設
の
視
察
を
行
っ
て
き
た
。
研
究
会
と
し
て
念
頭
に
置

い
た
テ
ー
マ
は
、
松
前
藩
の
歴
史
、
日
ロ
関
係
史
、
箱
館

戦
争
な
ど
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
松
前
町
を
は
じ
め
と
す

る
道
南
で
の
視
察
に
つ
い
て
概
括
的
に
報
告
す
る
も
の
で

あ
る
。

１
．
箱
館
戦
争
の
痕
跡
を
辿
っ
て

　

今
回
の
視
察
で
は
、
メ
ン
バ
ー
は
各
自
、
一
日
目
（
八

月
五
日
）
の
夜
ま
で
に
函
館
市
内
に
入
り
、
翌
朝
集
合
し

て
、
揃
っ
て
レ
ン
タ
カ
ー
で
松
前
町
へ
向
か
う
と
い
う
段

　

正　

木　

浩　

司

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
１
回
現
地
視
察

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
一
回
現
地
視
察
レ
ポ
ー
ト

　

－

函
館
市
・
松
前
町
・
江
差
町
を
訪
ね
て
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館
戦
争
」（
一
八
六
九
年
春
）
の
旧
幕
府
軍
側
の
戦
死
者

約
八
〇
〇
人
を
弔
う
た
め
に
、
一
八
七
五
年
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
視
察
時
、
碑
の
下
に
た
く
さ
ん
の
花
が

供
え
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

碑
を
去
り
、
山
伝
い
に
北
へ
一
五
分
ほ
ど
歩
く
と
、「
函

館
公
園
」
の
一
角
、「
市
立
函
館
博
物
館
」（
青
柳
町
）
の

裏
手
に
出
る
。
こ
こ
は
本
館
の
位
置
づ
け
で
、
館
所
蔵
品

の
一
部
は
、
テ
ー
マ
別
に
市
内
数
カ
所
の
他
の
文
化
施
設

に
展
示
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
回
の
視
察
時
に
は
、

折
良
く
期
間
限
定
の
「
収
蔵
資
料
展 
箱
館
戦
争
」
が
開

催
中
で
あ
り
、
同
戦
争
に
関
す
る
所
蔵
品
の
数
々
を
観
覧

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、「
蝦
夷
共
和
国
」、「
箱
館

政
権
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
榎
本
武
揚
ら
旧
幕
府
軍
が
箱

館
に
樹
立
し
た
政
府
機
構
に
つ
い
て
は
、
そ
の
組
織
図
な

ど
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
総
裁
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
民
主
主
義
や
自
治
と
い
う
視
点
と
の

関
係
で
強
い
印
象
が
残
る
。
箱
館
戦
争
に
つ
い
て
は
後
段

で
再
度
触
れ
た
い
。

２
．
函
館
市
内
に
残
る
ロ
シ
ア
の
史
跡

  

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
今
次
視
察
の
テ
ー
マ
に

日
ロ
関
係
史
を
一
つ
据
え
て
い
た
。
近
世
期
の
蝦
夷
地
に

お
い
て
は
、
一
八
世
紀
末
頃
か
ら
本
格
化
す
る
ロ
シ
ア
帝

国
の
南
進
の
動
き
、
幕
末
期
の
日
露
間
条
約
の
締
結
に
伴

う
箱
館
開
港
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
の

動
向
（
探
検
隊
派
遣
・
調
査
、
幕
領
化
に
よ
る
防
備
の
強

化
な
ど
）
が
、
大
き
な
歴
史
の
う
ね
り
を
つ
く
り
だ
し
て

い
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
函
館
市
内
に
は
、
近
世
期
に
こ

の
地
に
展
開
さ
れ
た
ロ
シ
ア
帝
国
の
活
動
に
関
わ
る
史
跡

が
い
く
つ
か
遺
さ
れ
て
い
る
。

　

函
館
山
の
北
側
に
位
置
す
る
市
電
の
も
う
一
つ
の
終

点
「
函
館
ど
っ
く
前
」
停
留
場
で
降
車
し
、
函
館
山
中
腹

の
山
上
大
神
宮
に
至
る
や
や
急
な
坂
道
「
幸
坂
」
を
上
っ

て
い
く
と
、
同
神
社
の
手
前
右
手
に
、
レ
ン
ガ
の
赤
色
と

縁
取
り
の
白
漆
喰
の
二
色
が
映
え
る
美
し
い
建
物
が
現
れ

る
。「
旧
ロ
シ
ア
領
事
館
」
で
あ
る
。

　

幕
府
と
ロ
シ
ア
帝
国
の
間
に
「
日
露
和
親
条
約
」
が
結

碧 血 碑

＜付表＞　第１回現地視察の主な視察先
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ば
れ
た
の
が
一
八
五
五
年
、「
日
露
修
好
通
商
条
約
」
の

締
結
が
一
八
五
八
年
。条
約
に
よ
り
箱
館
が
開
港
と
な
り
、

一
八
六
〇
年
に
は
国
内
初
の
ロ
シ
ア
領
事
館
が
函
館
の
地

に
開
設
さ
れ
、
初
代
ロ
シ
ア
領
事
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
が
執

務
を
開
始
し
た
。
幕
末
箱
館
の
状
況
を
特
徴
付
け
る
風
景

で
あ
ろ
う
。

　

現
在
の
建
物
は
、
現
在
地
へ
の
移
転
、
二
度
の
火
災
で

の
焼
失
、
日
露
戦
争
に
よ
る
作
業
中
断
な
ど
の
紆
余
曲
折

を
経
て
、一
九
〇
八
年
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
、

外
務
省
の
所
管
時
代
を
経
て
、
一
九
六
四
年
に
函
館
市
が

買
い
取
り
、
一
頃
は
宿
泊
研
修
施
設
「
函
館
市
立
道
南
青

年
の
家
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
六
年
以

降
は
外
観
を
眺
め
る
だ
け
の
史
跡
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
坂
を
下
り
、
東
へ
少
し
進
む
と
、
異
国
情
緒
が
色

濃
く
漂
う
市
内
屈
指
の
観
光
エ
リ
ア
（
末
広
町
）
が
現
れ
る
。

こ
の
エ
リ
ア
に
「
函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
」
が
あ
る
。

　

同
教
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
初
代
聖
堂
は
ロ

シ
ア
領
事
館
付
属
聖
堂
と
し
て
一
八
六
〇
年
に
建
立
さ

れ
、
翌
年
に
は
ロ
シ
ア
か
ら
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
来
て
、
司
祭

に
着
任
し
た
。「
ハ
リ
ス
ト
ス
」
は
キ
リ
ス
ト
の
ロ
シ
ア

語
発
音
だ
と
司
馬
遼
太
郎
の
著
書
で
知
っ
た
が（
２
）、
ロ
シ
ア

伝
来
と
い
う
こ
と
は
宗
派
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
く
東
方

正
教
会
で
あ
り
、
こ
こ
が
日
本
国
内
に
お
け
る
東
方
正
教

会
の
伝
道
の
始
ま
り
の
地
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

初
代
聖
堂
は
一
九
〇
七
年
の
函
館
大
火
で
焼
失
し
て
お

り
、
現
存
す
る
聖
堂
は
二
代
目
で
、
一
九
一
六
年
に
建
立

さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
一
九
八
三
年
に
は
国
の
重
要
文
化

財
の
指
定
も
受
け
て
い
る
。

　

函
館
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
で
言
え
ば
も
う
一
つ
、
高
田

屋
嘉
兵
衛
（
一
七
六
九
～
一
八
二
七
年
）
に
も
触
れ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
淡
路
島
出
身
な
が
ら
、
廻
船
商
人
と
し

て
蝦
夷
地
に
進
出
し
、
箱
館
を
活
動
拠
点
に
、 

国
後
島
・

択
捉
島
間
の
航
路
開
拓
に
も
功
績
の
あ
っ
た
人
物
だ
が
、

一
八
一
一
年
に
発
生
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
事

件
」
に
巻
き
込
ま
れ
、
い
っ
た
ん
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
連

行
さ
れ
る
も
の
の
、
事
件
解
決
に
尽
力
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
同
事
件
が
発
生
し
た
一
九
世
紀
初
頭
は
、
日
露
関

係
が
緊
張
感
を
高
め
て
い
た
時
期
だ
っ
た
が
、
こ
の
事
件

の
解
決
に
よ
り
一
定
の
落
ち
着
き
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ

れ
、
日
露
関
係
の
平
定
に
高
田
屋
嘉
兵
衛
が
当
時
果
た
し

た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

函
館
市
内
に
は
現
在
、市
電
「
宝
来
町
」
停
留
場
付
近
、

護
国
神
社
坂
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
、
高
さ
三
㍍
の
「
高

田
屋
嘉
兵
衛
銅
像
」（
宝
来
町
）
が
あ
る
。
一
九
五
八
年

に
箱
館
開
港
百
周
年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
。
同

じ
敷
地
内
に
は
二
〇
〇
〇
年
建
立
の
「
日
露
友
好
の
碑
」

も
あ
る
。

函館ハリストス正教会・聖堂

高田屋嘉兵衛銅像

旧ロシア領事館
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会
に
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
て
お
り
、
観
光
協
会
事
務
所
に

う
か
が
う
約
束
に
な
っ
て
い
た
。
事
務
所
は
「
松
前
公

園
」
か
ら
北
東
に
少
し
離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
観
光
施

設
「
松
前
藩
屋
敷
」
の
受
付
窓
口
を
兼
ね
て
お
り
、
同
施

設
の
入
り
口
に
あ
る
。
今
回
は
、
ガ
イ
ド
役
の
男
性
が
一

人
付
き
、
藩
屋
敷
の
観
覧
か
ら
始
ま
っ
て
、
公
園
北
側
の

エ
リ
ア
、
公
園
内
の
各
所
を
散
策
し
な
が
ら
、
公
園
中
央

に
位
置
す
る
「
松
前
城
天
守
閣
／
松
前
城
資
料
館
」
ま
で

を
案
内
す
る
、
約
一
時
間
半
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

最
初
に
観
覧
し
た
「
松
前
藩
屋
敷
」
は
、
松
前
藩
時
代

の
城
下
町
の
町
並
み
を
再
現
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ

る
。敷
地
内
に
一
四
棟
の
町
屋
な
ど
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
の
松
前
の
庶
民
生
活
や
、
北
前
船
商
人
の
生
活

や
商
業
活
動
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

藩
屋
敷
の
観
覧
を
終
え
る
と
、
霧
雨
が
舞
う
な
か
、
公

園
の
北
側
の
エ
リ
ア
へ
移
動
。
こ
こ
に
は
か
つ
て「
寺
町
」

と
呼
ば
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
り
、
五
つ
の
仏
寺
、
す
な
わ
ち
、

法
源
寺
、
法ほ
う
ど
う
じ

幢
寺
、
龍
雲
院
、
光
善
寺
、
阿
吽
寺
が
現
存

す
る
。
こ
の
う
ち
松
前
家
の
菩
提
寺
は
法
幢
寺（
曹
洞
宗
）

で
、
寺
の
裏
手
に
は
歴
代
藩
主
ら
の
墓
所
が
あ
る
。
こ
の

「
松
前
藩
主
松
前
家
墓
所
」
に
は
松
前
家
始
祖
の
武
田
信

広
か
ら
一
九
代
の
藩
主
、
そ
の
妻
子
な
ど
の
墓
が
五
五
基

あ
り
、
墓
碑
は
覆
屋
が
あ
る
独
特
の
形
を
し
た
も
の
が
多

い
。
一
九
八
一
年
に
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

松
前
家
の
前
身
で
あ
る
蛎
崎
家
の
菩
提
寺
は
法
源
寺

（
曹
洞
宗
）
で
あ
り
、
絵
画
『
夷い
し
ゅ
う
れ
つ
ぞ
う

酋
列
像
』
で
知
ら
れ
る

藩
家
老
・
蛎か
き
ざ
き
は
き
ょ
う

崎
波
響
の
墓
所
は
こ
こ
に
あ
る
。
日
本
の
種

痘
法
の
祖
と
さ
れ
る
中
川
五
郎
治
（
一
七
六
八
～
一
八
四

　

ま
た
、
前
出
の
市
電
「
十
字
街
」
停
留
所
か
ら
港
の
方

を
見
や
る
と
、
建
物
の
一
つ
に
「
高
田
屋
嘉
兵
衛
通
り
」

の
垂
れ
幕
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
建
物
が
面
す
る
通
り
を
直

進
し
て
い
く
と
、程
な
く
「
箱
館
高
田
屋
嘉
兵
衛
資
料
館
」

（
末
広
町
）と
い
う
私
設
の
資
料
館
の
前
に
出
る
。
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
公
式
観
光
情
報
に
よ
る
と
、
嘉
兵
衛
の
私
設

造
船
所
や
北
前
船
に
関
す
る
史
料
な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
の
視
察
で
訪
れ
た
際
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
問
題
の
影
響
で
休
館
中
で

あ
り
、
残
念
な
が
ら
内
部
の
観
覧
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
十
字
街
」
停
留
所
付
近
に
は
も
う
一
つ
、

幕
末
の
有
名
人
の
関
係
施
設
が
あ
る
。「
北
海
道
坂
本
龍

馬
記
念
館
」（
末
広
町
）
で
あ
る
。
同
停
留
場
を
挟
ん
だ

向
か
い
に
は
坂
本
龍
馬
の
銅
像
も
あ
る
。
な
ぜ
函
館
に
龍

馬
の
記
念
館
が
あ
る
の
か
意
外
に
感
じ
る
が
、
龍
馬
自
身

は
蝦
夷
地
へ
の
移
住
・
開
拓
の
夢
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
、

彼
の
甥
に
当
た
る
直
寬
は
北
見
に
移
住
し
、
後
に
は
浦
臼
に

移
住
し
、
蝦
夷
地
開
拓
に
尽
力
し
た
。
同
記
念
館
は
坂
本
家

と
蝦
夷
地
開
拓
の
関
係
な
ど
を
周
知
す
る
こ
と
を
主
な
目
的

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
二
〇
〇
九
年
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
探
求
は
別
の
機
会
に
譲
る
。

３
．
松
前
町
内
を
巡
り
、
松
前
藩
の
歴
史
を
学
ぶ

　

視
察
二
日
目
、
当
初
の
予
定
通
り
、
早
朝
か
ら
レ
ン
タ

カ
ー
で
Ｊ
Ｒ
函
館
駅
前
か
ら
松
前
町
へ
と
向
か
っ
た
。
所

要
約
二
時
間
の
道
の
り
。

　

今
回
の
松
前
町
視
察
で
は
、
前
も
っ
て
松
前
町
観
光
協

八
年
）
の
墓
も
こ
こ
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
ガ
イ
ド
に
よ

る
と
、
確
証
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
五
郎

治
は
一
八
〇
七
年
、
択
捉
島
で
「
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
」

に
遭
遇
し
、
ロ
シ
ア
の
捕
虜
に
さ
れ
た
際
、
ロ
シ
ア
で
牛

痘
種
痘
を
身
に
つ
け
、
前
出
の
「
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
事
件
」
の

際
に
送
還
さ
れ
た
後
は
、松
前
藩
な
ど
に
仕
官
し
な
が
ら
、

種
痘
法
を
普
及
さ
せ
た
。
こ
の
関
係
で
、
寺
町
エ
リ
ア
に

は
日
本
医
史
学
会
な
ど
が
一
九
九
八
年
に
建
立
し
た
「
中

川
五
郎
治
顕
彰
の
碑
」が
あ
り
、そ
の
功
績
を
讃
え
て
い
る
。

　

寺
町
の
散
策
を
終
え
る
と
、
現
在
は
桜
の
名
所
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
「
松
前
公
園
」
内
に
入
り
、い
よ
い
よ
「
松中川五郎治顕彰の碑
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青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
去
っ
た
後
は
、
海
沿
い
よ
り
は
風
も

幾
分
穏
や
か
な
内
陸
方
面
へ
向
か
い
、「
旧
関
川
家
別
荘
」

（
豊
川
町
）、「
旧
中
村
家
住
宅
」（
中
歌
町
）
の
観
覧
を
経
て
、

「
江
差
町
郷
土
資
料
館
」（
中
歌
町
）
へ
。
町
立
の
郷
土
資
料

館
と
し
て
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
幅
広
い
展
示
物
を
有
す
る

施
設
だ
が
、
こ
こ
の
特
徴
は
ま
ず
そ
の
建
物
自
体
に
あ
る
。

こ
の
建
物
は
元
々
は
旧き
ゅ
う
ひ
や
ま
に
し
ぐ
ん
や
く
し
ょ

檜
山
爾
志
郡
役
所
の
庁
舎
で
あ
り
、

こ
れ
を
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
修
復
し
た
も
の
で
あ
る
。
町

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
檜
山
爾
志
郡
役
所
は
一
八
八

七
年
に
創
設
さ
れ
、
檜
山
郡
と
爾
志
郡
を
管
轄
し
た
ほ
か
、

郡
役
所
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
後
も
、
江
差
警
察
署
、
江

前
城
」
の
天
守
閣
へ
。
公
園
中
央
部
に
位
置
す
る
天
守
閣

の
内
部
は
、
現
在
は
「
松
前
城
資
料
館
」
と
し
て
整
備
さ

れ
て
お
り
、
松
前
藩
や
当
時
の
松
前
の
ま
ち
に
関
す
る

様
々
な
史
料
を
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

松
前
城
の
天
守
閣
は
一
八
五
四
年
に
完
成
し
た
国
内
最

後
の
日
本
式
城
郭
と
さ
れ
、
一
九
四
一
年
に
国
宝
指
定
を

受
け
た
が
、
一
九
四
九
年
に
火
災
で
焼
失
し
、
現
在
の
天

守
閣
は
一
九
六
一
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
城
の

保
存
へ
の
取
り
組
み
は
町
の
整
備
計
画
の
も
と
現
在
進
行

形
で
続
い
て
い
る
。

４
．
暴
風
の
江
差
町
へ

　

松
前
町
内
の
旅
館
に
一
泊
し
、
視
察
三
日
目
は
早
朝
か

ら
江
差
町
へ
移
動
。
箱
館
戦
争
を
視
察
テ
ー
マ
の
一
つ
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、ま
ず
「
開
陽
丸
記
念
館
」（
姥
神
町
）

へ
向
か
っ
た
。

　

施
設
名
に
あ
る
「
開
陽
丸
」
は
幕
府
が
幕
末
期
に
建
造

し
た
当
時
最
新
鋭
の
軍
艦
で
、
箱
館
戦
争
を
戦
っ
た
榎
本

武
揚
ら
旧
幕
府
軍
の
旗
艦
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
記
念
館

は
、
こ
の
開
陽
丸
の
遺
物
や
史
料
を
展
示
し
て
い
る
。
展

示
ス
ペ
ー
ス
は
復
元
さ
れ
た
開
陽
丸
の
船
体
の
内
部
に
あ

り
、
海
上
に
係
留
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
手
前
に
位
置
す
る

陸
上
の
「
開
陽
丸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
内
に
記
念
館
の
入

館
案
内
所
が
あ
り
、
入
館
者
は
案
内
所
で
所
要
の
手
続
き

を
し
た
上
で
、
桟
橋
を
渡
り
、
復
元
開
陽
丸
へ
入
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
視
察
で
同
記
念
館
を
訪
れ
た
と
き
、

江
差
町
は
最
大
瞬
間
風
速
三
〇
㍍
の
暴
風
に
見
舞
わ
れ
て

お
り
、
桟
橋
を
渡
る
の
に
危
険
が
伴
う
と
の
理
由
で
、
記

念
館
は
折
悪
し
く
臨
時
休
館
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
残
念
な
が
ら
記
念
館
内
部
の
観
覧
は
今
回

は
叶
わ
ず
、
復
元
開
陽
丸
の
外
観
を
遠
目
に
眺
め
る
に
と

ど
ま
っ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
開
陽
丸
は
、
榎
本
ら
旧
幕
府

軍
が
一
八
六
八
年
一
一
月
に
江
差
攻
め
を
行
っ
た
際
に
出

撃
し
、
そ
こ
で
暴
風
雪
に
遭
っ
て
座
礁
・
沈
没
し
た
と
さ

れ
る
。
今
次
視
察
時
の
暴
風
は
開
陽
丸
沈
没
当
時
の
状
況

を
現
地
で
あ
る
程
度
実
感
さ
せ
ら
れ
た
貴
重
な
経
験
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
直
し
、次
の
機
会
に
期
す
る
こ
と
に
し
た
。

松前城の天守閣と本丸御門

復元された開陽丸の外観
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５
．
視
察
の
終
わ
り
に
五
稜
郭
跡
を
訪
問

　

視
察
最
終
日
の
四
日
目
、
帰
り
の
特
急
が
出
る
ま
で
の

わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
筆
者
単
独
で
、「
国
指

定
特
別
史
跡 

五
稜
郭
跡
」（
一
九
五
二
年
指
定
）
を
訪
れ

た
。「
五
稜
郭
」
は
幕
府
が
一
八
六
六
年
に
築
造
し
た
五

芒
星
型
の
洋
風
城
塞
で
あ
り
、
箱
館
戦
争
で
は
榎
本
ら
旧

幕
府
軍
が
奪
取
し
、
自
ら
の
拠
点
と
し
た
場
所
で
あ
る
。

　

現
在
の
五
稜
郭
跡
は
「
五
稜
郭
公
園
」
と
し
て
整
備
・

開
放
さ
れ
、
そ
の
中
央
に
は
、
復
元
さ
れ
た
「
箱
館
奉
行

所
」
の
建
物
が
あ
る
。
箱
館
奉
行
は
江
戸
幕
府
の
遠お
ん
ご
く国
奉

行
の
一
つ
で
、
江
戸
時
代
に
二
期
の
設
置
実
績
が
あ
っ
た
。

第
一
次
は
一
八
〇
〇
年
代
初
頭
の
蝦
夷
地
の
第
一
次
幕
領
化

時
代
（
一
八
〇
二
～
二
一
年
）
に
際
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、一
八
〇
二
年
二
月
に
「
蝦
夷
奉
行
」
の
名
で
設
置
さ
れ
、

同
年
五
月
に
「
箱
館
奉
行
」
に
改
称
さ
れ
、
一
八
〇
七
年
に

松
前
に
移
転
さ
れ
て
「
松
前
奉
行
」
に
改
称
さ
れ
、
一
八
二

一
年
一
二
月
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
五
稜
郭
に
あ
っ
た
の

は
、
幕
府
が
箱
館
開
港
（
一
八
五
三
年
）
を
機
に
二
度
目
の

蝦
夷
地
上
知
を
行
っ
た
と
き
に
置
か
れ
た
、
第
二
次
の
箱
館

奉
行
で
あ
る
。
当
初
は
函
館
山
の
麓
に
置
か
れ
、
五
稜
郭
完

成
後
に
そ
の
中
央
部
に
移
転
さ
れ
た
。
明
治
維
新
期
の
一
八

六
八
年
四
月
以
降
は
、
新
政
府
設
置
の
箱
館
裁
判
所
お
よ
び

箱
館
府
の
庁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
同
年
一
〇
月
に
榎

本
ら
旧
幕
府
軍
に
奪
取
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
箱
館
奉
行
所
の
建
物
は
二
〇
〇
六
年
着
工
、
二

〇
一
〇
年
完
成
の
復
元
物
。
前
出
の
市
立
函
館
博
物
館
の

差
町
役
場
分
庁
舎
な
ど
に
使
わ
れ
続
け
た
と
い
う
。
道
内
で

は
唯
一
、
現
物
が
残
る
郡
役
所
の
建
物
で
あ
る
。

　

郡
は
明
治
・
大
正
期
に
存
在
し
た
、
府
県
の
も
と
で
町

村
を
管
轄
す
る
地
方
行
政
機
構
の
一
つ
で
あ
り
、
北
海
道

内
で
も
、「
北
海
道
」
命
名
（
一
八
六
九
年
八
月
）
に
伴

い
一
一
国
八
六
郡
が
置
か
れ
て
以
降
、「
郡
区
町
村
編
成

法
」（
一
八
七
八
年
）
に
基
づ
き
役
所
も
配
置
さ
れ
た
が
、

一
九
二
六
年
ま
で
に
廃
止
さ
れ
、
現
在
で
は
町
村
部
の
地

名
と
し
て
残
る
の
み
で
あ
る
。
道
内
の
郡
制
度
の
展
開
や

区
割
り
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
詳
し
く
探

求
し
た
い
。

五
稜
郭
分
館
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
館
内
に
は
箱
館
奉
行

所
の
組
織
、
主
要
任
務
、
事
業
、
産
業
創
出
な
ど
に
関
す

る
資
料
の
ほ
か
、
箱
館
戦
争
や
復
元
作
業
に
関
係
す
る
史

料
・
資
料
も
多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
園
の
す
ぐ
横
に
は
民
間
事
業
者
が
経
営
す
る

「
五
稜
郭
タ
ワ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
高
さ
一
〇
〇

㍍
超
の
タ
ワ
ー
の
展
望
室
に
上
が
れ
ば
、
広
大
な
公
園
の

全
貌
を
俯
瞰
で
き
る
ほ
か
、
展
望
室
内
に
資
料
も
多
数
展

示
さ
れ
、
こ
こ
で
も
、
五
稜
郭
、
箱
館
奉
行
所
、
箱
館
戦

争
な
ど
に
関
す
る
幕
末
・
維
新
期
の
函
館
市
史
の
一
端
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

江差町郷土資料館（旧檜山爾志郡役所）

五稜郭跡（タワー展望室からの俯瞰）
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新
た
な
課
題
や
問
題
意
識
も
多
々
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
現
地
視
察
を
通
じ
て
は
、
特
に
、
松
前
藩
の
歴

史
、
幕
府
の
蝦
夷
地
直
轄
化
と
統
治
機
構
、
幕
末
の
箱
館

で
の
ロ
シ
ア
の
活
動
、
箱
館
戦
争
の
旧
幕
府
軍
側
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
得
る
一
方
、
近
世
期
の
蝦

夷
地
な
い
し
道
南
地
域
で
展
開
し
た
松
前
藩
と
幕
府
の
関

係
、
明
治
期
以
降
の
道
内
で
展
開
し
た
地
方
制
度
・
行
政

区
画
の
沿
革
、ロ
シ
ア
南
進
と
蝦
夷
地
・
北
海
道
開
拓
（
開

発
）
の
関
係
、
こ
れ
ら
の
論
点
が
現
代
の
北
海
道
の
抱
え

る
諸
課
題
、
す
な
わ
ち
、
国
に
よ
る
開
発
の
継
続
と
地
域

社
会
・
地
方
自
治
の
あ
り
方
、
多
民
族
共
生
社
会
の
構
築

の
あ
り
方
、
日
ロ
国
境
問
題
な
ど
に
与
え
て
い
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
詳
細
な
探
求
を
要
す
る
テ
ー
マ
と

し
て
問
題
意
識
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
で
は
今
後
も
道
内
を
中
心
と

し
た
現
地
視
察
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
新
た
な
知
見

と
課
題
が
さ
ら
に
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
注
】

（
１
）　

研
究
会
の
正
式
名
称
を
「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
」

と
し
た
の
は
二
〇
二
〇
年
度
（
二
〇
二
〇
年
四
月
）
か
ら

で
あ
り
、
初
年
度
の
二
〇
一
九
年
度
は
「
北
海
道
史
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
仮
称
で
活
動
を
始
め
て
い
た
。

　
　
　

研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
、
押
谷
一
（
酪
農
学
園
大
学
教
授

／
当
研
究
所
理
事
／
研
究
会
主
査
）、
竹
中
英
泰
（
旭
川

大
学
名
誉
教
授
／
当
研
究
所
理
事
）、
三
輪
修
彪
（
一
般

社
団
法
人
北
海
道
労
働
文
化
協
会
理
事
／
当
研
究
所
元
専

務
理
事
）、
正
木
浩
司
（
当
研
究
所
研
究
員
／
研
究
会
事

務
局
）
の
四
人
。

（
２
）　

司
馬
（
二
〇
〇
八
）
六
七
頁
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

押
谷
一
「
北
海
道
の
自
治
に
関
す
る
地
政
学
的
視
点
か
ら

の
論
考
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
一
八
号
九
～
一
五
頁

所
収
）
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
七
月

・　

司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
（
15
）
北
海
道
の
諸
道
』
朝

日
新
聞
出
版
・
朝
日
文
庫
、
新
装
版
二
〇
〇
八
年

・　

鈴
江
英
一
『
北
海
道
町
村
制
度
史
の
研
究
』
北
海
道
大
学

図
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年

・　

竹
中
英
泰
「
近
世
期
の
蝦
夷
地
に
お
け
る
日
ロ
関
係
史
に

つ
い
て

－

現
代
の
北
海
道
の
地
方
自
治
と
の
関
わ
り
を
中
心

に
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
二
〇
号
二
～
一
四
頁
所
収
）

北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
九
月

・　

谷
本
晃
久
「
北
海
道
開
拓
の
光
と
影

－

「
開
拓
」
と
「
地

方
自
治
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
一
四

号
二
～
一
五
頁
所
収
）
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
二

〇
年
三
月

・　

中
村
健
之
介
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
と
明
治
日
本
』
岩
波
書

店
・
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
年

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

開
陽
丸
記
念
館

　
　
　

http://w
w

w.kaiyou-m
aru.com

/

・　

函
館
市
公
式
観
光
情
報 

は
こ
ぶ
ら

    　

  https://w
w

w.hakobura.jp/

・　

函
館
・
五
稜
郭
タ
ワ
ー

　
　
　

https://w
w

w.goryokaku-tow
er.co.jp/

・　

函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

　
　
　

https://w
w

w.orthodox-hakodate.jp/

・　

北
海
道
江
差
町
の
観
光
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
　
　

https://esashi.tow
n/

・　

北
海
道
坂
本
龍
馬
記
念
館

　
　
　

http://w
w

w.ryom
a1115.com

/

・　

北
海
道
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
　
　

https://w
w

w.northerncross.co.jp/bunkashigen/

　
　
　

index.htm
l

・　

北
海
道
松
前
藩
観
光
奉
行

　
　
　

http://w
w

w.asobube.com
/

※　

最
終
閲
覧
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
三
日
。

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

６
．
ま
と
め
に
代
え
て

  

現
地
視
察
に
行
く
に
あ
た
っ
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
足
を
運
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
を
優
先

度
を
つ
け
て
絞
り
込
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
事
前

の
下
調
べ
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
れ
だ
け

下
調
べ
を
尽
く
し
て
も
、
現
地
に
行
っ
て
初
め
て
気
づ
く

こ
と
、
現
地
で
あ
ら
た
め
て
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
る
こ

と
も
多
々
あ
る
。
現
地
視
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
新
た
な
情

報
は
も
ち
ろ
ん
充
実
し
た
も
の
に
な
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に 復元された箱館奉行所（市立函館博物館五稜郭分館）


